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『学校図書館支援センター通信』は、市川市教育センターホームページでもご覧いただけます。 
市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター）  
〒272-0015 千葉県市川市鬼高１－１－４  
TEL ０４７－３２０－３３３５ FAX ０４７－３２０－３３５２ 
http://www.ichikawa-school.ed.jp/index.html 

  

  
 
  
  

【学校図書館関係研修会予定】 
 

○「学校図書館研修会・ネットワーク会議」 
（第１回：４月１５日 第２回：８月２２日 第３回：１月２０日） 
・第２回 講演：帝京大学 教授 鎌田和宏先生 
・第３回 研究協力校による実践発表 
 

○「司書教諭 研修会」（７月２３日） 
  ・講師：慶応大学非常勤講師 小林路子先生 
 
○「美しい日本語でひびき合う心 研修会」（８月５日） 
※今年度は、悉皆ではなく各学校３名の参加となります。 

 
○「公共図書館体験 研修会」 

・８月６，７日：カウンター体験、バックヤードでの作業、本の修理等の実技研修を行います。 
※ 上記のほかに、学校司書連絡会、学校図書館員研修会等が予定されています。 
※ 研修内容・時間・場所・参加対象者等の詳細は、後日配付される『平成２６年度市川市教育セン
ター研修会一覧表』やＣ４ＴＨ連絡掲示板等でお知らせいたしますのでご確認ください。 

 

 

『新任学校図書館員紹介』 ～よろしくお願いします～ 

今年度、新たに５名の学校図書館員をお迎えしました。どうぞよろしくお願いします。 

○ 野本 真紀子（平田小学校） ○ 西澤 英子（鶴指小学校） 

○ 上野 誓子 （大洲小学校） ○ 深野 邦子（幸小学校） 

○ 本川 道子 （高谷中学校） 

 

お知らせ 

 
『市川市の学校図書館（リーフレット）・夢や希望を育む学校図書館４（研究紀要）』配付 
上記リーフレットと研究紀要を市内の公立幼稚園・小・中・特別支援学校の全校に配付します。 
リーフレットには、市川市がめざす学校図書館像や校内学校図書館部会の組織や運営、図書相互貸

借システム、学校図書館支援センターの業務、市川市の施策や読書教育のあゆみ等について、わかり
やすく書かれています。研究紀要と合わせて、校内での学校図書館活用についての研修会や研究授業
等で、ご活用ください。 
 

『平成２６年度 学校図書館年間利用計画」入力について 
入力期限は、５月２０日（火）です。昨年度の内容を加除訂正し、上書き保存してください。  

※全校分を集計して、教育センターホームページに掲載します。 

お 願 い 

 入学式を終え満開だった桜の花はいつしか風に舞い、校庭の木々は緑の衣をまとい始めました。今年

も学校図書館は、図書を手に学習や読書に励む多くの子どもたちで溢れることと思います。 

４月２３日は、２００１年に公布された「子どもの読書活動の推進に関する法律」に定められた「子

ども読書の日」です。この日から５月１２日までを「子どもの読書週間」と定め、全国各地で様々なイ

ベントが行われています。学校図書館でも多くのイベントが企画され、子どもたちがいそいそと足を運

ぶことでしょう。 

今年の標語は「いつもいっしょ、本といっしょ」です。この標語には「本を常に持ち歩く。大人にな

るとそれが当たり前になっていました。苦しい時・辛い時、本を読むとなぜか心が軽くなるということ

があります。きっと本には人の心を癒す魔法の力があると信じています。子どもたちに 

はそんな一冊にめぐりあってほしいと願っています。」という作者の思いが込められて 

いるのだそうです。 

市川市では、「生きる力・夢や希望を育む学校図書館」という図書館像を掲げ、生涯に 

わたって学び続ける市民の育成を目指しています。多くの子どもたちが、学校図書館に 

携わるたくさんの人々に支えられながら素敵な一冊にめぐりあい、生涯にわたって学び 

続ける市民となってくれることを願っております。 

 

 

 図書管理用システムを入れ替えて１年が経過しました。学校図書館では、新しいシステムにも慣れて、

多くの図書資料を活用した学習活動が幅広く展開されました。 

平成２５年度の学校図書館実態調査の結果及び物流ネットワーク貸借数等についてお知らせします。 

① 学校図書館実態調査結果より 

【学校図書館活用時間数】 … 小・中・特別支援学校合計  ４０，００９時間 

【学校図書館活用単元数】 … 小・中・特別支援学校合計   ４，０８８単元 

② メール及び物流ネットワーク貸借数について 

【図書貸出依頼メール数】 … 小・中・特別支援学校合計     ８０７通 

【物流ネットワーク貸借数】… ７０回合計         ５６，４７７冊 

 前年度より活用単元数が増加し、小学校では全ての教科等において学校図書館を活用した授業実践が行

われました。また、中学校においては英語での図書活用が増えていました。 

 また、物流ネットワークによる図書の貸借数も前年度より１，０００冊以上増加し、学校間での図書の

貸借が進んでいることが伺えます。学校図書館が学習センターとしての機能を更に高めていくためには、

学習場面において図書資料だけでなくＩＣＴ機器や新聞等を合わせて効果的に活用し、授業の質の向上を

図っていただきたいと思います。 

 


